
「仙台市宅地造成履歴等情報マップ」を作成しました

  このたび、仙台市内の宅地造成地の切土と盛土の分布状況と造成履歴等をまとめた「仙

台市宅地造成履歴等情報マップ」を作成しました。

この情報マップは、仙台市が所有する資料を基に、造成地における切土・盛土および団

地の造成開始年代などをわかりやすくまとめたもので、４種類のマップをまとめて作成し、

公開するのは全国で初めてとなります。

  市民の皆様には、このマップで宅地の造成履歴を把握していただき、宅地や建物の安全

を考える際の参考資料としてご利用いただきたいと考えております。

１．マップの種類

(1)切土･盛土図
旧地形図と現在の地形図を重ね合わせて，それぞれの標高値を比較し，

切土の高さと盛土の深さを段階的に示したものです。

(2)造成年代図 団地の造成が開始された年代と盛土の部分を示したものです。

(3)土砂災害

危険箇所図

土砂三法※における危険箇所と盛土の部分を示したものです。

※砂防法、地すべり等防止法、急傾斜地法

(4)旧地形図
昔の地形を示したものです。（旧都市計画図[昭和 33～43 年]と一部は米軍の空

中写真[昭和 22～23 年]を組み合わせています。）

２．閲覧開始日

  平成２５年５月１日

３．閲覧場所

  ・仙台市役所本庁舎   開発調整課窓口

  ・各区役所       街並み形成課窓口

  ・各総合支所     総務課窓口

  閲覧できるマップは、(1)(2)はＡ１判、(3)(4)はＡ３判で、地図の縮尺は 1/10,000 です。

  ５月１７日からは仙台市ホームページでもご覧いただけます。

  また、マップの販売も予定しています。
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参考．公開後の反響

  ・窓口での閲覧状況

  ２７８人（５月１１日から３１日まで）

  ・貸出枚数（Ａ３判、無料）

  ６３人に４１３枚（５月１１日から６月３１日まで）

  ・販売枚数（Ａ１判、４００円／枚）

  ２９５枚（５月１７日から１０月３１日まで）

  ・ホームページの閲覧回数（マップのトップページへのアクセス回数）

  １４，２０８回（５月１７日から１０月３１日まで）


